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県内方5設が

受け入れる

限られた地壊のみ
県夕日l,n送を行う.A･f

県夕†搬送を検討

図2 母体搬送受け入れの県内完結の有無 

2.全国の状況

厚生労働省は 2007年 1月に周産期医療ネッ

トワークお よびN工CUの後方支援に関する実

態調査 4'を実施 した その結果.総合周産期

母子医療センターの 4分の 3で母体搬送を受け

入れられない場合があ り,その理由の 90%は 

NICU不足であることが示された NICUの整

備不足が周産期救急医療現場に大きなス トレス

となっているのである_

それでは母体搬送先は現場ではどのように探

しているのだろうか.全国周 産期医療 (MFICU)

連絡協議会は,全国の総合周産期母子医療セン

ターの産科部門責任者を中心としたグループで

ある.ここで 2007年 9月に ｢周産期救急体制

文献5より引用.一部改変

の実態に関する緊急調査｣を実施した 5).調査

では.各県の母体搬送先照会の方法について詳

細な調査を行い.その結果,前述のような情報

センターが機能しているのはこの時点で神奈川

県だけであり,周産期センター側で探す地域も

あれば,搬送元施設が探す地域もあることが明

らかとなった.また.県内の症例に関しては県

内で必ず受け入れると回答した地域が全体の半

数を占めた.これらの道県では.周産期医療に

関する地域医療連携は定められた同産期医療シ

ステムの中で完結 していることになる (県外搬

送が地理上の問題から物理的に事実上不可能と

いう地域もあるので 県外搬送が行われていな

い地域では周産期医療施設が充足 しているとい 
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